
令和３年度事業報告
１ 総務関係

事 項 実 施 状 況

(1)第４２回通常総会の 開催日：令和３年６月２２日（火）

開催 場 所：ソラリア西鉄ホテル

議 事：竹島会長が議長となり、次の議案について審議し、原案のとおり承認された。

第１号議案 令和２年度事業報告及び収支決算について

第２号議案 剰余金の処分について

第３号議案 令和３年度事業計画及び収支予算について

第４号議案 借入金の限度額について

第５号議案 取引金融機関の指定について

第６号議案 理事会への委任及び会長の専決処分について

第７号議案 役員の選任について

全議案、原案どおり議決、承認された。

なお、第７号議案の役員の選任について、竹島和幸会長の現任期の６月３０日

までの退任により新会長に倉富純男氏が選任された。また、会長以外の現役員の

任期が令和３年６月末までとなっているため、改選を行い基本方針として現役員

にお願いし、推薦母体内の人事異動等の理由により退任された役員について補充

を行ったもの。

(2)理事会の開催

①第１回理事会 開催日：令和３年６月８日（火）

場 所：福岡人材開発センター

議 事：竹島会長欠席のため、会長代行の杉山副会長が議長となり次の議案について審

議し、原案のとおり承認された。

第１号議案 令和２年度事業報告及び収支決算について

第２号議案 剰余金の処分について

第３号議案 令和３年度事業計画及び収支予算について

第４号議案 借入金の限度額について

第５号議案 取引金融機関の指定について

第６号議案 理事会への委任及び会長の専決処分について

第７号議案 役員の選任について

６月２２日（火）に開催する第４２回通常総会に提出予定の案件について第１

号議案から第７号議案について審議し、原案のとおり承認された。

②第２回理事会 開催日：令和３年９月２７日（月）

場 所：福岡人材開発センター

議 事：倉富会長欠席のため、会長代行の杉山副会長が議長となり次の議案について審

議し、原案のとおり承認された。

第１号議案 令和３年度福岡県職業能力開発協会会長表彰について

第１号議案は、毎年１１月に行っている福岡県優秀技能者等表彰について会長

表彰を授与する方の選考を行ったもの。

③第３回理事会 開催日：令和４年３月２９日（火）

場 所：福岡人材開発センター

議 事：倉富会長欠席のため、会長代行の杉山副会長が議長となり次の議案について審

議し、原案のとおり承認された。

第１号議案 令和３年度収支補正予算について

第１号議案は、当初予算のままでは収支不足となるため、積立金を繰り入れる

ことの対応、そのほか所要の項目について補正を行ったもの。

(3)監査 開催日：令和３年５月２５日（火）

場 所：福岡人材開発センター

松岡監事、江副監事の２名の監事により、令和２年度の業務実施結果及び収支

決算、経理処理の監査を受け、適正妥当と認められた。



事 項 実 施 状 況

(4)会報の発行 『能力開発ふくおか』第８７号（令和４年２月発行）を発行し、会員、福岡県内の公共

職業訓練施設、公共職業安定所、各都道府県協会等に配付した。

（例年２回発行、令和３年度については、新型コロナウイルス対策で開催予定行事の縮

小及び中止等により、１回のみの発行）

(5)会員組織 令和４年３月３１日現在の会員数は、次のとおり。

会社、事業所会員 ５５会員

団体会員 ６６会員

認定訓練会員 ４会員

その他の会員 ４会員

合 計 １２９会員

昨年度より２会員減となった。会員数減少の要因としては、会員企業が支出の削減を図

られたこと等が想定される。

(6)九州ブロック職業 総務部門と技能検定等事業部門の２部門に分別してのブロック主催会議及び中央職業能

能力開発連絡会議 力開発協会主催による会議において、各協会の有する事務的課題についての議論を行って

への出席 いる。

・総務部門会議 （令和３年１０月７日 於、長崎県）

・第１回中央協会主催会議（令和３年１１月２２日 ＷＥＢ）

・事業部門会議 （令和４年 ２月２４日 ＷＥＢ〔宮崎県主催〕）

・第２回中央協会主催会議（令和４年 １月２２日 ＷＥＢ）

(7)表彰等の推薦

①叙勲 ＜叙勲受章者＞

（技能検定功労） 令和３年春 瑞宝単光章 橋口律雄 氏（橋口工業㈱）

令和３年秋 瑞宝双光章 関山豊光 氏（㈱関山商店）

※瑞宝章（ずいほうしょう）

国及び地方公共団体の公務又は公共的な業務に長年にわたり従事して功労を積み重ね

成績を挙げた方に授与されるもの。

②厚生労働大臣表彰･ ＜大臣表彰受賞者（技能検定関係功労者）＞

中央職業能力開発 髙宮哲美 氏､岡本春雄 氏

協会会長表彰 ＜中央協会会長表彰受賞者（技能検定委員功労者）＞

立石勝 氏､椎葉勝利 氏､白山忠幸 氏､平石和彦 氏､松尾英次 氏､秋吉和男 氏

(8)令和３年度福岡県 福岡県ものづくり技能フェスティバルは、本県の産業経済基盤を支えている技能労働者

ものづくり技能フェ の社会的評価の向上や熟練技能者の技能継承を図るとともに、若年者が進んで技能労働者

スティバル を目指すような環境を整備し、本県産業経済の振興を目的として、福岡県、(一社)福岡県

技能士会連合会及び当協会とで実行委員会を組織して開催しているもので、当協会は実行

委員会事務局の役割も担った。

内容としては、福岡県の優秀技能者等の表彰及び県内の高等技術専門校等が地域の特性

と専門校の特徴を生かして開催する技能啓発イベントという構成で開催した。

①福岡県優秀技能者 例年、開催している「福岡県職業能力開発促進大会＜表彰式＞」は行わず、賞状又は感

等表彰 謝状及び記念品等を送付することにより表彰を行った。

《知事表彰》

優秀技能者 １９名

優良技能者 ３名

認定職業訓練関係功労者 ４名

技能検定関係功労者 ７名

技能グランプリ入賞者 ４名

技能五輪全国大会入賞者 ３名

全国障害者技能競技大会（アビリンピック）入賞者 ３名

技能検定成績優秀合格者 １０名

計 ５３名



事 項 実 施 状 況

《福岡県職業能力開発協会会長表彰》

認定職業訓練関係功労者 １名

技能検定関係功労者 ２０名

技能五輪全国大会入賞者 ３名

技能検定成績優秀合格者 １９名

計 ４３名

＜福岡県職業能力開発協会会長表彰の概要＞

・認定職業訓練の事業所又は団体の事業主、役員及び職員で職業訓練の普及、振興又は

訓練内容及び訓練水準の向上に努め、職業訓練の発展に寄与した者

・技能検定関係功労者は、技能検定委員として５年以上実技試験の実施に貢献した者

・技能五輪全国大会入賞者は、第５８回大会（令和２年度）においての敢闘賞入賞者

・技能検定成績優秀合格者は、協会が実施した技能検定試験３級の合格者で実技試験及

び学科試験の得点が、一定の基準以上で各職種の合格成績が最も優秀な者

②県立高等技術専門 内 容：各校を開放し、訓練の見学及び体験等を実施した。

校及び福岡障害者 次の８校が、それぞれの地域の特性と専門校の特徴を生かした催しを開催した。

職業能力開発校に

おける技能啓発イ ・福岡高等技術専門校

ベント ・戸畑高等技術専門校

・小竹高等技術専門校

・久留米高等技術専門校

・大牟田高等技術専門校

・田川高等技術専門校

・小倉高等技術専門校

・福岡障害者職業能力開発校

③福岡県立高等技術 内 容：３種目について各校で開催し、全ての競技大会が終了した際に採点を行い、各

専門校技能競技大 上位の者に対し福岡県労働局長名の賞状及びメダルを授与した。

会 （普通旋盤種目）

開催校 開催日

福岡高等技術専門校 令和３年１２月２２日（水）

（手溶接種目、半自動溶接種目）

開催校 開催日

福岡高等技術専門校 令和３年１２月１０日（金）

戸畑高等技術専門校 令和４年 １月２１日（金）

大牟田高等技術専門校 令和４年 １月２１日（金）

（３次元ＣＡＤ）

開催校 開催日

福岡高等技術専門校 令和３年１１月２６日（金）

小竹高等技術専門校 令和３年１１月２６日（金）

久留米高等技術専門校 令和３年１１月２６日（金）

福岡障害者職業能力開発校 令和３年１２月 ３日（金）



２ 技能検定第１課事業
事 項 実 施 状 況

(1)技能検定試験の実施 技能検定は、働く人達の有する技能と技能に関する知識を一定の基準によって検定し、
国として証明する技能の国家検定制度で、その合格者に相応の称号を付与することによ

り技能及び職業訓練の成果に対する社会一般の評価を高め、そのことによって労働者の
技能習得意欲を増進させ、ひいては労働者の技能と地位の向上、産業の発展に資するも
ので職業能力開発促進法に基づき実施されている。

各年度の検定は、国（厚生労働省）が定めた実施計画に基づき、試験問題等の作成は
中央職業能力開発協会が、実際の試験の実施は各都道府県がそれぞれ行うこととされ、
県の業務のうち受検申請書の受付、具体的な試験実施等の業務は、都道府県職業能力開

発協会が行っている。
本県では前期（１級・２級・３級４１職種７３作業、単一等級３職種３作業)、後期（特

級１７職種、１級・２級・３級４２職種４９作業、単一等級１職種１作業）を実施した。

平成２９年度後期の受検申請から３５歳未満の２級及び３級の実技試験受検者につい

て、受検手数料が９，０００円減額されることとされている。

①試験実施日程 項 目 前 期 後 期

実施公示 令和 ３ 年 ３月 １日(月) 令和 ３ 年 ９月 １日(水)
受検申請受付 令和 ３ 年 ４月 ５日(月)～ 令和 ３ 年１０月 ４日(月)～

令和 ３ 年 ４月１６日(金) 令和 ３ 年１０月１５日(金)

問題公表 令和 ３ 年 ５月３１日(月) 令和 ３ 年１１月２６日(金)
実技 令和 ３ 年 ６月 ７日(月)～
試験 実施日 令和 ３ 年 ８月 ８日(日)★ 令和 ３ 年１２月 ３日(金)～

令和 ３ 年 ６月 ７日(月)～ 令和 ４ 年 ２月１３日(日)
令和 ３ 年 ９月１２日(日)
令和 ３ 年 ７月１１日(日)★ 令和 ４ 年 １月２３日(日)

学科試験実施日 令和 ３ 年 ８月２２日(日) 令和 ４ 年 １月３０日(日)

令和 ３ 年 ８月２９日(日) 令和 ４ 年 ２月 ２日(水)
令和 ３ 年 ９月 ５日(日) 令和 ４ 年 ２月 ６日(日)

令和 ４ 年 ３月１３日(日)※

合格発表 令和 ３ 年 ８月２７日(金)★ 令和 ４ 年 ３月１１日(金)
令和 ３ 年１０月 １日(金) 令和 ４ 年 ３月２５日(金)※

★印は３級職種対象 ※印は追試験
《学科試験》
北九州会場（ＴＫＰ小倉シティセンター）、福岡会場（福岡アイランドシティフォーラ

ム等）及び久留米会場（久留米地域職業訓練センター）の県内３会場で実施した。

《実技試験》
福岡人材開発センターをはじめ、会員企業、団体等のご協力をいただき県内４８会場

で実施した。

②技能検定実施結果 ａ 前期
前 期

区 分 受検申請者 合格者 合格率

全体 特 級 － － －
１ 級 １，０２５ ４８４ ４７．２％
２ 級 ９１７ ４５１ ４９．２％

３ 級 ８７１ ５７６ ６６．１％
単一等級 １３７ ８５ ６２．０％
計 ２，９５０ １，５９６ ５４．１％

学科 特 級 － － －

１ 級 ７８７ ５０２ ６３．８％
２ 級 ７７５ ５４３ ７０．１％
３ 級 ８２０ ６６３ ８０．９％

単一等級 １１６ ９２ ７９．３％
計 ２，４９８ １，８００ ７２．１％

実技 特 級 － － －

１ 級 ８９８ ５１５ ５７．３％
２ 級 ７６９ ４６５ ６０．５％
３ 級 ８１１ ６２２ ７６．７％

単一等級 １２２ ８２ ６７．２％
計 ２，６００ １，６８４ ６４．８％



事 項 実 施 状 況

ｂ 後期
後 期

区 分 受検申請者 合格者 合格率
全体 特 級 ９３ ４７ ５０．５％

１ 級 ６１９ ２９３ ４７．３％

２ 級 ５７７ ２４０ ４１．６％
３ 級 ６４７ ３９４ ６０．９％
単一等級 ３ ３ １００．０％

計 １，９３９ ９７７ ５０．４％
学科 特 級 ９３ ４９ ５２．７％

１ 級 ４４５ ２９７ ６６．７％
２ 級 ４８７ ３２６ ６６．９％

３ 級 ５５１ ４４４ ８０．６％
単一等級 ３ ３ １００．０％
計 １，５７９ １，１１９ ７０．９％

実技 特 級 ５５ ４０ ７２．７％
１ 級 ５５０ ２９０ ５２．７％
２ 級 ４７９ ２３８ ４９．７％

３ 級 ５９９ ４３２ ７２．１％
単一等級 ３ ３ １００．０％
計 １，６８６ １，００３ ５９．５％

ｃ 総計
総 計

区 分 受検申請者 合格者 合格率

全体 特 級 ９３ ４７ ５０．５％
１ 級 １，６４４ ７７７ ４７．３％
２ 級 １，４９４ ６９１ ４６．３％

３ 級 １，５１８ ９７０ ６３．９％
単一等級 １４０ ８８ ６２．９％
計 ４，８８９ ２，５７３ ５２．６％

学科 特 級 ９３ ４９ ５２．７％
１ 級 １，２３２ ７９９ ６４．９％
２ 級 １，２６２ ８６９ ６８．９％

３ 級 １，３７１ １，１０７ ８０．７％
単一等級 １１９ ９５ ７９．８％
計 ４，０７７ ２，９１９ ７１．６％

実技 特 級 ５５ ４０ ７２．７％

１ 級 １，４４８ ８０５ ５５．６％
２ 級 １，２４８ ７０３ ５６．３％
３ 級 １，４１０ １，０５４ ７４．８％

単一等級 １２５ ８５ ６８．０％
計 ４，２８６ ２，６８７ ６２．７％

(注)全体数は、属人ベースで計上しているため｢学科｣、｢実技｣の合計とは一致しません。

実技試験の実施（随時試験含む）に当たっては､会員企業､団体等のご協力をいただき
延べ人員として､検定委員２，４６７名､補佐員２，８７７名の方々にご尽力いただいた。

＜参考＞ 過去５年間の福岡県における受検申請者の推移
年 度 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２
特 級 ７１ ７９ ８１ ７６ ７９
１ 級 １，９４９ ２，０２７ １，９４２ １，８４３ ６６８
２ 級 １，５７４ １，６７２ １，７１８ １，６７８ ６１６
３ 級 ８１８ １，０９６ １，２２５ １，０９１ ９２３
単一等級 ２１０ ２０９ １６１ １１７ １７
計 ４，６２２ ５，０８３ ５，１２７ ４，８０５ ２，３０３

Ｒ２申請者数が減少したのは、新型コロナウイルス感染症の影響で前期試験が全国的

に中止となったことによるもの。
なお、一部の職種・等級については、後期に移行され実施された。



事 項 実 施 状 況

＜参考＞
【実技試験受検者の多かった職種（作業）福岡県の上位５位】

《前期》 １位 一般熱処理作業 ２１９名（３級を含む）
２位 造園工事作業 １７３名（３級を含む）
３位 建設機械整備 １６８名

４位 とび作業 １５３名（３級を含む）
５位 機械検査作業 １２９名（３級のみ）

《後期》 １位 機械検査作業 ３２１名（３級を含む）

２位 機械製図ＣＡＤ作業 １１２名（３級を含む）
３位 建築配管作業 １０１名（３級を含む）
４位 大工工事作業 ９１名（３級及び五輪を含む）
５位 空気圧装置組立て作業 ８８名

【技能検定の等級区分】

特 級・・・管理者または監督者が通常有すべき技能の程度
１級及び単一等級・・・上級技能者が通常有すべき技能の程度
２ 級・・・中級技能者が通常有すべき技能の程度

３ 級・・・初級技能者が通常有すべき技能の程度

(2)技能五輪 技能五輪全国大会とは、厚生労働省、中央職業能力開発協会及び開催地都道府県が主

催し、文部科学省、経済産業省、国土交通省並びに各都道府県、各都道府県職業能力開
発協会、(一社)全国技能士会連合会、(一社)日本経済団体連合会、ＮＨＫ等の後援を得
て開催される青年技能者の技能レベルの日本一を競う技能競技大会であって、その目的
は、次代を担う青年技能者に努力目標を与えるとともに、大会開催地域の若年者に優れ

た技能に身近に触れる機会を提供するなど、技能の重要性、必要性をアピールし、技能
尊重気運の醸成を図ることとされている。
現在、全国大会は、原則として毎年１１月に開催され、国際大会が開催される前の年

の大会は、国際大会への派遣選手選考会を兼ねている。
全国大会の出場選手は、各都道府県職業能力開発協会等を通じて選抜された者（原則

２３歳以下）となっている。

①県予選の実施 技能五輪全国大会の予選である技能五輪県予選について、令和３年度全国大会対象の
６職種、令和４年度全国大会対象の２職種と併せて８職種について実施した。

このうち、令和３年度全国大会については、福岡県協会独自の選考基準により４名が
選考され、令和４年度全国大会については次年度に選考される。

福岡県大会実施状況

競技職種 参加者 技能証
機械組立て ４ ３ 令和３年度全国大会
旋盤 １１ ９ 〃
フライス盤 ６ １ 〃
電子機器組立て ２ ２ 〃
工場電気設備 １ ０ 〃
洋裁 １２ １２ 〃
建築大工 １ ０ 令和４年度全国大会
電工 ☆ ２ － 〃

合 計 ３９ ２７
※技能証は福岡県大会参加選手の中で一定の成績を収めた選手に交付される。
なお、技能検定２級を受検する際、技能証は実技が免除されるための証明書となる。
☆の職種については、技能検定課題を使用しない予選のため、技能振興コーナー

で実施した。詳細はＰ１６



事 項 実 施 状 況

②全国大会への参加 開 催 日：令和３年１２月１７日(金)から１２月２０日(月)まで
開 催 地：東京都

大会参加者：４２職種にわたり全都道府県から１，０２８名の選手が参加
内 容：福岡県からは、当協会及び関係団体からの推薦を受けた選手１８名が、

１０職種に参加した。

当協会から杉山副会長を団長に､甲斐専務理事兼事務局長、井上課長、
白濵主任主事の4人が東京都内の各会場を廻り､出場選手を激励応援した｡

第５９回技能五輪全国大会福岡県参加選手及び成績
成績 競技職種 氏 名 所 属

メカトロニクス
田中 祐樹

安川電機(株)
樋口 雄成

〃
松本 和樹

九州職業能力開発大学校
矢頭 直季

構造物鉄工 福田 尚輝 西日本プラント工業(株)
電気溶接 柴田 颯 山九(株)八幡支店
〃 髙原 慶太 〃

電子機器組立て 為田 優介 安川電機(株)
電工 内海 智裕 (株)九電工

敢闘賞 〃 南 和生 〃
工場電気設備 平野 篤 西日本プラント工業(株)

敢闘賞 左官 宇都宮 零二 (株)バウビオジャパン

銅 賞 フラワー装飾 浦嶋 ゆま 専門学校九州ｽｸｰﾙ･ｵﾌﾞ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ
〃 黒木 怜奈 〃

銅 賞 〃 小松 奈津実 〃

銀 賞 洋裁 出光 ひなか 香蘭ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ専門学校
〃 川口 瑞希 〃
和裁 中田 奈穂子 あさい和裁学院

＜県主催壮行会の開催＞
１１月１日（月）、選手及び指導者、中島県労働局長、間野県職業能力開発課長等が参

列し、県庁８階特別会議室において選手壮行会が開催された。席上、服部誠太郎県知事
から選手全員に対し、激励の言葉が贈られた。

協会から杉山副会長が選手団長、甲斐専務理事兼事務局長が副団長として出席。

＜県主催報告会の開催＞

令和４年２月３日（木）に県庁で開催が予定されていたが、新型コロナウイルス感染
防止のため中止となった。



事 項 実 施 状 況

(3)若年者ものづくり 若年者ものづくり競技大会とは、職業能力開発施設、工業高等学校等において、原則
競技大会 として、技能習得中の企業等に就業していない２０歳以下の若年者に対し、ものづくり

技能に係る意識を高め、技能習得の目標を与え、技能向上による就業促進、若年技能者
の裾野の拡大促進のため厚生労働省と中央職業能力開発協会の主催で毎年度、開催され
る技能競技大会。

開 催 日：令和３年８月４日（水）から８月５日（木）まで
開 催 地：愛媛県

大会参加者：１５職種に３３０名の選手が参加
内 容：福岡県からは、３職種に６名が出場した。

第１６回若年者ものづくり競技大会参加選手及び成績

成績 競技職種 氏 名 所 属

金 賞 メカトロニクス
松本 和樹

九州職業能力開発大学校
矢頭 直季

〃
福井 品雄

福岡県立小倉工業高等学校
平岡 純弥

旋盤 福井 理一 九州職業能力開発大学校

フライス盤 豊田 貴大 〃

＜県主催壮行会の開催＞

７月１２日（月）、選手及び指導者、平田県職業能力開発課長補佐が参列し、県庁（労
働政策課）において選手壮行会が開催された。席上、中島県労働局長から選手全員に対
し、激励の言葉が贈られた。

協会から甲斐専務理事兼事務局長、井上課長が出席。

＜県主催表彰式の開催＞
同大会では選手が一堂に会した閉会式（表彰式）が実施されないため、例年県庁にお

いて表彰式を開催しているが、新型コロナウイルス感染防止のため見送ることとなった。



３ 技能検定第２課事業

事 項 実 施 状 況

(1)基礎級等技能検定 基礎級等技能検定は外国人技能実習生を対象とした｢技能実習制度｣の一環とし

試験の実施 て実習生の習得技能等の認定のために実施するもので、随時２級：３４職種４０

作業、随時３級：４８職種６７作業、基礎級：４３職種５９作業について実施し

た。

随時２級、随時３級及び基礎級実施状況

総 計

区 分 受検申請者 合格者 合格率

全体 随時２級 ３２４ ４ １．２％

随時３級 ２，５６０ ６３３ ２４．７％

基礎級 ９０７ ８７１ ９６．０％

計 ３，７９１ １，５０８ ３９．８％

学科 随時２級 ８３ ５ ６．０％

随時３級 １，０１７ ６３６ ６２．５％

基礎級 ８９７ ８６９ ９６．９％

計 １，９９７ １，５１０ ７５．６％

実技 随時２級 ３１９ ２５７ ８０．１％

随時３級 ２，４９５ ２，４１１ ９６．６％

基礎級 ８９０ ８７１ ９７．９％

計 ３，７０４ ３，５３９ ９５．５％

令和２年度の申請者数（５，３１０名）から約３割減となった。

随時２、３級については、３号の終了時の必須及び第３号技能実習への移行要

件が実技試験のみのため、学科試験を受検しない者が多かった。

国籍別は、１位ベトナム（約７４％）、２位インドネシア（約８％）、３位中国

（約７％）、４位フィリピン（約４％）、５位ミャンマー（約４％）、以下カンボ

ジア、タイ、モンゴルの８カ国。

(2)職業訓練指導員講習 この講習は、職業能力開発促進法に基づいて、職業訓練指導員に求められる指

(48時間講習)の実施 導方法等に関する能力を付与するために実施する講習であり、この講習を良好な

成績で修了した方に対し、当協会会長が「修了証書」を交付する。

この「修了証書」をもって、別途、福岡県（職業能力開発課）へ職業訓練指導

員免許の申請をすることにより、福岡県知事から免許交付が受けられるもの。

職業訓練指導員は、公共の職業訓練施設は勿論のこと、事業所内においても従

業員に対する技術・技能の指導者的立場として活躍している。

令和３年度は次の日程で職業訓練指導員講習（48時間講習）を実施した。

開催日：令和４年２月１５日（火）、１６日（水）、１７日（木）、

及び２月２２日（火）、２４日（木）、２５日（金）の６日間

場 所：福岡人材開発センター

講 師：県立高等技術専門校６校の先生方等１０名

受講者：２３名



事 項 実 施 状 況

(3)新入社員研修の実施 会員企業や県内の職業能力開発推進者を選任している事業所の新入社員を対象

（自主事業） として研修を行った。

実施日：令和３年４月６日（火）１日間

場 所：福岡人材開発センター

講 師：社会保険労務士 井原 隆彰

受講者：１５名

(4)認定職業能力開発校 認定職業能力開発校は、職業能力開発促進法第２４条によって福岡県知事の認

の指導・援助 定を受けて設立された職業訓練施設である。

当協会は県内の認定職業能力開発校のうち、長期の職業訓練を行う職業訓練施

設の指導及び援助を行っており、認定職業能力開発校４校で組織する福岡県認定

職業能力開発校連絡協議会（当協会が事務局）と密接な連携のもと下記の事業を

行った。

（連絡協議会会員）

福岡板金高等職業訓練校

福岡畳高等職業訓練校

筑後配管設備高等職業訓練校

山﨑高等技術専門校

①連絡協議会総会の 議 事：新型コロナウィルス拡散拡大防止のため書面表決とし、原案のとおり

開催 承認された。

第１号議案 令和２年度事業報告について

第２号議案 令和２年度収支決算について

第３号議案 令和３年度事業計画について

第４号議案 令和３年度収支予算について

第５号議案 役員の改選について

②九州ブロック認定 大分県で開催予定であったが、新型コロナウィルス拡散拡大防止のため中止と

職業能力開発校長 なった。

会議への参加

③訓練生合同体育大会 新型コロナウィルス拡散拡大防止のため実施しなかった。

の開催

④訓練生募集対策 認定職業能力開発校広報用パンフレット５,６５０部を作成し、県内の公共職

業安定所及び高校へ配布した。



事 項 実 施 状 況

(5)コンピュータサービ コンピュータサービス技能評価試験は、教育訓練施設、事業所等において、

ス技能評価試験の実 コンピュータを活用した各種のサービスを行う人々の能力を評価し、技能習得意

施（自主事業） 欲を増進させるとともに、社会的・経済的地位の向上を図ることを目的として行

う試験であり、中央職業能力開発協会と密接な連携のもと次のとおり実施した。

合格者には、部門名称を付した「技士」の称号が付与される。

ア 認定・登録施設試験（県内に約１００施設ある中央協会の認定を受けた教

育訓練機関等が実施するもの）

令和３年５月１０日（月）から令和４年３月３１日（木）までの期間に随

時実施した。

イ 一般募集試験（協会が直接一般の受験者を対象として実施するもの）

前期 ９月２６日（日） 後期 ２月２７日（日）

令和３年度コンピュータサービス技能評価試験実施状況

区 分 等級 認定・登録施設 一般募集試験 計

申請者 合格者 合格率 申請者 合格者 合格率 申請者 合格者 合格率

ワープロ部門 １級 59 26 44.1% 0 0 0.0% 59 26 44.1%

２級 1,377 1,006 73.1% 10 3 30.0% 1,387 1,009 72.7%

３級 1,453 1,357 93.4% 3 0 0.0% 1,456 1,357 93.2%

小計 2,889 2,389 82.7% 13 3 23.1% 2,902 2,392 82.4%

表計算部門 １級 21 9 42.9% 1 1 100.0% 22 10 45.5%

２級 1,131 928 82.1% 12 9 75.0% 1,143 937 82.0%

３級 1,632 1,511 92.6% 7 5 71.4% 1,639 1,516 92.5%

小計 2,784 2,448 87.9% 20 15 75.0% 2,804 2,463 87.8%

情報ｾｷｭﾘﾃｨ部門 単一級 18 7 38.9% 0 0 0.0% 18 7 38.9%

小計 18 7 38.9% 0 0 0.0% 18 7 38.9%

計 １級 80 35 43.8% 1 1 100.0% 81 36 44.4%

２級 2,508 1,934 77.1% 22 12 54.5% 2,530 1,946 76.9%

３級 3,085 2,868 93.0% 10 5 50.0% 3,095 2,873 92.8%

単一級 18 7 38.9% 0 0 0.0% 18 7 38.9%

計 5,691 4,844 85.1% 33 18 54.5% 5,724 4,862 84.9%

＜参考＞ 過去５年間の福岡県におけるコンピュータサービス技能評価試験受験申請者・合格者の推移

年 度 ２８ ２９ ３０ 元 ２

受験申請者数 ６，５３１ ５，７４７ ５，３４１ ４，９７１ ５，２３２

合格者数 ５，４６４ ４，９６１ ４，６０４ ４，２０２ ４，５２７

合格率 ８３．７％ ８６．３％ ８６．２％ ８４．５％ ８６．５％

受験者数については平成２５年度から減少傾向が続いているが、要因としては認定施設が受託している委託訓練

の１コース当たりの受講生の減少や、公共職業訓練施設におけるコンピュータ関連科の訓練数減によることなどがあ

る。令和３年度については、約 1割増の結果となった。



事 項 実 施 状 況

(6)ビジネス・キャリア ビジネス・キャリア検定試験は、国が定める職業能力評価基準に準じて事務系

検定試験の実施 職種の幅広い分野をカバーする、唯一の包括的な職業能力検定試験であり、中央

（自主事業） 職業能力開発協会と密接な連携のもと次のとおり実施した。

①実施日程

前期日程 後期日程

申請受付 令和３年４月１２日(月)～７月１６日(金) 令和３年１０月４日(月)～１２月１０日(金)

試験実施日 令和３年１０月３日(日) 令和４年２月２０日(日)

合格発表 令和３年１１月５日(金) 〔２・３級〕 令和４年３月１８日(金)

令和３年１２月１０日(金) 〔１級〕

令和３年度ビジネス・キャリア検定試験実施状況

分 野 等級 前 期 後 期 計

申請者 合格者 合格率 申請者 合格者 合格率 申請者 合格者 合格率

人事･人材開発・ ２級 39 16 41.0% 30 11 36.7% 69 27 39.1%

労務管理 ３級 48 18 37.5% 27 14 51.9% 75 32 42.7%

小計 87 34 39.1% 57 25 43.9% 144 59 41.0%

経理・財務管理 ２級 8 1 12.5% 8 2 25.0% 16 3 18.8%

３級 10 5 50.0% 7 1 14.3% 17 6 35.3%

小計 18 6 33.3% 15 3 20.0% 33 9 27.3%

営業・ １級 1 1 100.0% － － － 1 1 100.0%

マーケティング ２級 46 11 23.9% 58 16 27.6% 104 27 26.0%

３級 35 24 68.6% 52 17 32.7% 87 41 47.1%

小計 82 36 43.9% 110 33 30.0% 192 69 35.9%

生産管理 ２級 15 11 73.3% 11 3 27.3% 26 14 53.8%

３級 18 11 61.1% 35 14 40.0% 53 25 47.2%

BASIC級 － － － 2 1 50.0% 2 1 50.0%

小計 33 22 66.7% 48 18 37.5% 81 40 49.4%

企業法務・総務 ２級 11 4 36.4% 10 5 50.0% 21 9 42.9%

３級 16 6 37.5% 13 4 30.8% 29 10 34.5%

小計 27 10 37.0% 23 9 39.1% 50 19 38.0%

ロジスティクス １級 1 1 100.0% － － － 1 1 100.0%

２級 57 17 29.8% 38 16 42.1% 95 33 34.7%

３級 101 50 49.5% 51 22 43.1% 152 72 47.4%

BASIC級 － － － 57 4 7.0% 57 4 7.0%

小計 159 68 42.8% 146 42 28.8% 305 110 36.1%

経営情報 ２級 8 3 37.5% 16 6 37.5% 24 9 37.5%

システム ３級 6 4 66.7% 2 1 50.0% 8 5 62.5%

小計 14 7 50.0% 18 7 38.9% 32 14 43.8%

経営戦略 １級 1 0 0.0% － － － 1 0 0.0%

２級 21 9 42.9% 18 6 33.3% 39 15 38.5%

３級 5 2 40.0% 4 3 75.0% 9 5 55.6%

小計 27 11 40.7% 22 9 40.9% 49 20 40.8%

１級 3 2 66.7% － － － 3 2 66.7%

計 ２級 205 72 35.1% 189 65 34.4% 394 137 34.8%

３級 239 120 50.2% 191 76 39.8% 430 196 45.6%

BASIC級 － － － 59 5 8.5% 59 5 8.5%

小計 447 194 43.4% 439 146 33.3% 886 340 38.4%

＜参考＞過去５年間の福岡県におけるビジネス・キャリア検定試験受験申請者・合格者の推移

年 度 ２８ ２９ ３０ 元 ２

受験申請者数 ８１７ ８０６ ７６３ ８６４ ７８０

合格者数 ３４２ ３０８ ３２３ ３５３ ３５７

合格率 ４１．９％ ３８．２％ ４２．３％ ４０．９％ ４５．８％



４ 若年技能者人材育成支援等事業（厚生労働省委託事業）

事 項 実 施 状 況

日本のお家芸であるものづくりの基盤が若年者のものづくり離れや製造現場の海

外移転等により、人材面を中心に急速に弱体化してきている。ものづくり産業が競

争力を維持し、発展を遂げていくためには、産業の基盤となる技能者の育成が不可

欠である。このため、これまでの業務等を通じて蓄積してきたノウハウや企業・業

界団体等との繋がりを活用し、若年技能者の人材育成、技能を尊重する社会づくり

を促進する。

１ ものづくりマイスター

等の認定、登録

(1)若年技能者の人材育成 中小企業（製造業・建設業）及び教育訓練機関等に対し、ものづくりマイスター

に係る相談・援助 派遣制度の周知と要望の把握を行った。

また、若年技能者の人材育成に係る相談・援助を行った。

相談件数 ６９件

(2)ものづくりマイスター ものづくりマイスター等の掘り起こし及び認定に係る業務を行った。

等の認定申請及び指導技 特に、令和２年度までに認定者がいなかった分野のものづくりマイスター及び

法等講習の実施 ＩＴマスターの開拓に務めた。

①ものづくりマイスター認定者数

認定者数 ９名（６職種 延べ人数１０名）

職 種 人数

(１)造園 ５

(２)建築板金 １

(３)電気機器組立て １

(４)和裁 １

(５)建築大工 １

(６)畳製作 １

制度開始（平成２５年度）からの認定者数４８職種３３８名

②ＩＴマスター認定者数

認定者数 ２名（３職種 延べ人数３名）

(他県からの受入者１名を含む)

職 種 人数

(１)ウェブデザイン １

(２)業務用 ITソフトウェアソリューションズ １

(３)ロボットソフト組込組立て １

累計認定者数 ４職種 １２名

新たに認定されたものづくりマイスター及びＩＴマスター(テックマイスターは該

当者なし)に対して、実技指導の結果報告の作成方法等を含む指導技法等講習の実施

を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により実施を見合わせた。

２ ものづくりマイスター

等の活用

(1)ものづくりマイスター ものづくりマイスター及びＩＴマスターを中小企業及び教育機関等に派遣し、技

等の派遣による実技指導 能競技大会の競技課題又は過去の技能検定試験問題等を使用して実技指導を行うと

の実施 ともに材料費等の支援を行った。

①ものづくりマイスター派遣実績 制度開始（平成２５年度）からの累計

開催数 １３０コース １，０８７コース

延べ日数 ３６９日 ３，０８０日

延べ受講者数 ２，９６０名 ２６，５１８名

②ＩＴマスター派遣実績 制度開始からの累計

開催数 ６コース １４コース

延べ日数 １０日 ２７日

延べ受講者数 ９７名 ３９８名



事 項 実 施 状 況

(2)地域の教育機関関係者 例年、児童・生徒のものづくりに関する理解を深めるとともに、将来、若者自ら

・生徒等に対する ｢もの がものづくりの現場での就業を実現できるよう、また、教師や保護者等がものづく

づくりの魅力｣ の発信 りの現場での就業等を希望する学生を支援しやすいよう、ものづくりマイスターを

小学校に派遣して行う「ものづくり体験教室」（出前授業）を実施していたが、今年

度は、新型コロナウイルスの感染拡大の状況を踏まえ、本イベントの開催を中止し

た。

(3) ｢ＩＴの魅力｣ の発信 児童・生徒を対象として情報技術に関する興味を喚起するとともに、情報技術を

使いこなす職業能力の付与が実現できるようＩＴマスターを活用した「ＩＴの魅力」

事業を実施することとしていたが、今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の状

況を踏まえ、実施を見合わせた。

３ 地域における技能振興

の実施

(1)技能五輪等全国大会の 以下のとおり、電工職種について地方大会予選を実施した。

予選の実施 実施日 令和４年２月１０日（木）

参加者 ２名

※電気溶接職種については、新型コロナウイルス感染拡大により中止となった。

(2)技能五輪全国大会等の 技能五輪全国大会、若年者ものづくり競技大会参加者のうち、中小企業の従業員、

参加者への援助 学生及び選手の指導者への旅費及び工具等の運搬費を援助した。

□第１６回若年者ものづくり競技大会 （愛媛県）

選 手 ６名

指導者 ４名

□第５９回技能五輪全国大会 （東京都）

選 手 １２名

指導者 ７名

(3)熟練技能者を活用した 熟練技能者の派遣による若年技能者等に対する実技指導を実施した。

実技指導の実施 開催数 ８件

延べ日数 ２４日

延べ受講者数 ４２２名

(4)基調講演の実施 例年、ものづくりの魅力、技能者の持つ技能を伝えていくための基調講演を実施

していたが、今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の状況を踏まえ、開催中止

を決定した。

(5)ものづくり体験等のイ 例年、小学校４、５、６年生に仕事の疑似体験をしてもらうことにより、働くこ

ベントの実施 との意味や仕事の楽しさを経験させ、自分の将来の職業について考える機会を与え

ることを目的とした「おしごと体験教室」並びに福岡県の優秀技能者等による製作

実演・作品展示及び低年齢層を対象とした「ものづくり体験」等を同時開催してい

たが、今年度は、大幅な経費削減並びに新型コロナウイルス感染症の状況を勘案し、

同イベントの開催を中止した。

(6)技能競技大会展の実施 例年、国が行う技能競技大会の周知を図るため、競技大会の写真や作品等の展示

（ブロック毎に開催する を実施していたが、今年度は新型コロナウイルスの感染拡大の状況を踏まえ、中央

イベント１） 技能振興センター主催の九州・沖縄ブロックイベントの開催は中止となった。

※例年、(7)技能士展と同時開催



事 項 実 施 状 況

(7)技能士展の実施 例年、技能士制度の普及・促進を図るため、技能検定制度、技能試験、技能士会、

（ブロック毎に開催する 技能士と社会の関わり、技能士になることのメリット、技能士が企業にいることに

イベント２） よる企業のメリット等を広く広報するとともに、技能士による製品・作品、パネル

等の展示を実施していたが、今年度は新型コロナウイルスの感染拡大の状況を踏ま

え、中央技能振興センター主催の九州・沖縄ブロックイベントの開催は中止となっ

た。

※例年、(6) 技能競技大会展と同時開催

(8)「地域発！いいもの」 中央技能振興センターが設置する「地域発！いいもの」を協会ホームページ上で

の広報 広報した。また、「地域発！いいもの」に係る受付及び中央技能振興センターが設置

する認定委員会への提出を行うこととしていたが、認定申請はなかった。

(9)グッドスキルマーク事 グッドスキルマーク事業の促進のため、グッドスキルマークの募集に係る募集の

業の実施 周知、申請の受付及び中央技能振興センターへの提出等の業務を行った。

認定者数 １名（畳製作）

累計認定者数 ７名（５職種）

(10)卓越した技能者（現代 卓越した技能者を表彰することにより、広く社会一般に技能尊重の気風を浸透さ

の名工）の表彰制度の紹 せ、もって技能者の地位及び技能水準の向上を図るとともに、青少年が技能労働者

介コンテンツの作成支援 の道に入職することを促進するため、中央技能振興センターが作成している令和２
年度・令和３年度の被表彰者の技能を紹介するためのコンテンツについての作成支

援を行った。

令和２年度受賞者 ２名

令和３年度受賞者 ４名

(11)技能振興のＰＲ事業の 例年、福岡県職業能力開発協会の機関誌に技能振興事業のＰＲ記事を掲載してい

実施 たが、今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、一部事業の中止もあり、

掲載を見合わせた。

４ 地方公共団体、経済団 福岡労働局、福岡県職業能力開発課、福岡県教育委員会、福岡県中小企業団体中

体との連携会議の開催 央会、高齢・障害・求職者雇用支援機構、（一社）福岡県技能士会連合会、福岡県工

(1)連携会議の開催 業高等学校長協会及び（一社）福岡県建設専門工事業団体連合会を構成メンバーと

する連携会議を開催して意見を徴し、福岡県技能振興コーナーで実施する業務の充

実を図るとともに、事業の適切な進捗管理に努めた。

また、令和３年度の事業実施状況等を踏まえ、令和４年度の推進計画（事業計画）

を策定した。

連携会議委員長 福岡県職業能力開発課長 間野 小代美氏

第１回開催 令和３年７月 ５日（月）〔書面表決方式〕

第２回開催 令和４年１月１１日（火）〔書面表決方式〕
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